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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
一 般 家 庭 用 の 簡 易 な 精 米 機 に お い て は 、 精 米 機 構 部 の 機 枠 内 に 突 き 出 し た 搗 精 ロ ー ル に 精
米 ス ク リ ー ン を 嵌 合 し 、 そ の 精 米 ス ク リ ー ン の 排 出 口 に ス ク リ ー ン 押 さ え 板 を 固 着 し 、 該
ス ク リ ー ン 押 さ え 板 を 上 記 機 枠 に 着 脱 自 在 に 取 付 け る 構 造 が 採 用 さ れ る 。 こ の 場 合 、 ス ク
リ ー ン 押 さ え 板 を 機 枠 に 着 脱 自 在 に 取 付 け た め に 、 ね じ 止 め に よ る 固 定 手 段 、 或 い は 樹
脂 の 弾 力 を 利 用 し た フ ッ ク 構 造 に よ る 固 定 手 段 が 採 用 さ れ て い た 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
米 び つ ２ は 、 上 部 に 蓋 １ １ が 被 せ ら れ 、 内 底 部 に 外 部 か ら 操 作 可 能 な 計 量 排 出 器 １ ２ が 設
け ら れ 、 そ の 計 量 排 出 器 １ ２ の 下 部 に 投 入 口 セ ッ ト １ ３ が 設 け ら れ る 。 投 入 口 セ ッ ト １ ３
は 精 米 機 ホ ッ パ ー ８ の 上 部 に 臨 む 。 こ の 投 入 口 セ ッ ト １ ３ は 再 精 米 時 に 使 用 さ れ る
も の で あ り 、 図 ２ に ２ 点 鎖 線 で 示 す よ う に 、 投 入 用 ホ ッ パ ー １ ４ を 引 き 出 せ る よ う に な っ
て い る 。
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